
元旦マラソンに

参加（2014年）

「現場主義」で取り組んできた4年間。
こんなことが実現または進行中です！
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まず現場に行き、当事者のお話をうかがう― 越谷市議3期12年の中でも

実行してきた、私の基本姿勢です。このフットワークで新しい情報や

多様な考え方に学び、取り組みにつなげてきました。

★フードバンク活動とは

規格外品や包装の印字ミスなど、

商品の品質には問題がないにも関

わらず通常の販売が困難になった食

品をNPOなどが引き取って、福祉

施設などに無償で提供する活動。

★ウーマノミクスとは

ウーマン＋エコノミクスの造語で、女性の活躍に

よって経済を活性化すること。埼玉県では全国に先

駆けて埼玉版ウーマノミクスプロジェクト事業を策

定し、３年目。さまざまな取り組みを進めてきた。

女性起業支援ルーム「COCOオフィス」にて。

利用者の皆さんと意見交換しました。
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危険ドラッグ条例制定についての

私の一般質問を取り上げた新聞記事
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まさのレポート

埼玉県議会議員 山本まさの 

● 医療体制の整備
・救急医療・小児医療・在宅医療・歯科口腔医療の充実

・医師・看護師不足の解消

● 介護体制の充実

● 健康長寿プロジェクトの推進
・薬局を活用した健康情報拠点の支援

● 警察官の増員

● 危険ドラッグ条例の制定

　および関係NPOの支援も強化

● 大相模調節池の水辺等の利活用

● 特別支援学校の授業の改善

● 子どものインターネット問題対策

上田知事と意見交換

ウーマノミクスへの私の想い

女性が働いて能力を発揮し社会に

貢献するのが当たり前の社会に…

それには、男性の働き方も見直し、

男性も育児や介護に当事者として関

わることが重要です。

つまり、女性ばかりでなく、男女が

ともに仕事と個人の生活を両立し、

理想の生き方を実現できる社会を目指す

こと。これがウーマノミクスの重要な視点

と捉え、さまざまな提言をしてきました。
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● フードバンク活動 の活性化のための支援

● 埼玉版ウーマノミクス の推進
・サイトや「COCO（ココ）オフィス」の改善

・県庁の女性管理職の現 6.3％を将来は20％に

● 障がい者の就業支援
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埼玉県議会議員

1959年  愛媛県南宇和郡生まれ　

1982年  文教大学教育学部卒業

1982年  埼玉県立越ヶ谷高等学校勤務

（子育て・夫の両親の介護のため数年休職）

1995年  埼玉県立浦和東高等学校勤務

1999年  越谷市議に初当選（３期務める）

2011年  埼玉県議会議員 初当選

2014年  自己承認力 コンサルタント資格取得

・福祉保健医療委員会委員

・経済・雇用対策特別委員会委員

・桜井スポーツ連盟会長

・上間久里婦人防火クラブ員

・地域医療を考える市民の会役員

・学校給食と教育を考える親の会会員

・CAP東埼玉副代表

・越谷市倫理法人会会員

夫、長女、長男 スポーツ観戦 ・ ケーキ作り
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●「まさのレポート」の発行

　これまでご縁のあった方々にお送りしています。

　ご希望の方はご連絡くだされば郵送いたします。

● 県政報告会の開催

● インターネットの動画で配信

県政に関する大切な情報につい

て解説する形で編集・作成した

動画を、これまで2回、動画サ

イトにアップしました。

今後も続けていく予定です。

パワーポイントなど

も使い、 分かりやす

く解説しています。

● ホームページやツ
イッター、フェイス

ブックでも発信し

ています。

↑動画へは

　こちらから

山本まさのは

議会が終わるごとに、

県政に関する情報を

さまざまな形で

発信しています！

山本まさの

議会で こんな質問や要望も してきました

県政をもっと

身近に！

● 防災計画に女性の視点を取り入れるため、埼玉県地域防災会議の委員に女性の増員を要望

● ロービジョン（視覚に障がいがあり見えにくい人）支援策の推進を提言

● 臨時・非常勤職員の賃金の改善について要望

● 生活保護世帯に対する教育支援について、学習教室拡大を提言

● 地元越谷市の問題である道路や吉川橋の架け変え、水害対策等について質問

これからも女性ならではの視点を活かし、

生活者の立場から提案し続けます。

そして、県政を身近に感じていただけるよう、

多くの方との対話や、情報発信を大切にしていきます。


